
ふりがな いかい しゅうへい 

氏 名 猪飼 周平 

 

1. 学歴 
東京大学大学院経済学研究科修士課程修了（1997年） 

同博士課程単位取得退学（2001年） 

博士号取得（2010年） 

 

2. 職歴・研究歴 
2001-2007年 佐賀大学経済学部 

2005年、2006年 School of History, Philosophy and Culture, Oxford Brookes University 

2007年- 一橋大学大学院社会学研究科 

2017年 Nissan Institute, Oxford University 

 

3. 学内教育活動 

（Ａ）主な担当講義名 

（ａ）学部学生向け 

生活保障論 

（ｂ）大学院 

社会政策特論、地域政策1 

（Ｂ）ゼミナール 

学部後期、大学院 

 

4. 主な研究テーマ 
社会政策、福祉政策 

 

5. 研究活動 

Ａ．業績 

（ａ）著書・編著 

1. 猪飼周平『病院の世紀の理論』, 有斐閣, 2010 

2. 猪飼周平編著『羅針盤としての政策史』勁草書房, 序文・第5章担当, 2019 

 

（ｂ）論文 

1. *「明治期日本における開業医集団の成立」『大原社会問題研究所雑誌』511, 2001, 31-57 

2.「近代日本における病床概念の意味転換」川越修・鈴木晃仁編『分別される生命 20世紀社会の医療戦略』（共

著）, 法政大学出版局, 2008（第2章）, 53-90 

3. 「健康戦略の転換：病院からコミュニティへ」『一橋大学スポーツ研究』 通巻28号, 2009, 67-87 



4. 「海図なき医療政策の終焉」『現代思想』 2010年3月号, 青土社, 2010.2, 98-113 

5. 「ヘルスケアの歴史的転換と助産師の役割」『助産雑誌』 第64巻第10号, 医学書院, 2010.10, 862-866 

6. 「地域包括ケアの社会理論への課題 健康概念の転換期におけるヘルスケア政策」『社会政策』 通巻7号, ミ

ネルヴァ書店, 2011.3, 21-31 

7. 「歴史的必然としての地域包括ケア化」『JIM』 第21巻第6号, 医学書院, 2011.6, 447-451 

8. 「方法としての『病院の世紀の理論』」『保健医療社会学論集』 第22巻第1号, 日本保健医療社会学会, 2011.8, 

1-12 

9.「病院の世紀から地域包括ケアの世紀へ」『日本医療・病院管理学会誌』 第49巻第1号, 日本医療・病院管理

学会, 2012.1, 51-58 

10. 「なぜ地域包括ケアでなければならないのか」『こころの科学』 2012年11月号, 日本評論社, 2012.10, 8-13 

11.「地域包括ケアであるべき“根拠”とはなにか」『医療白書2012年版』日本医療企画, 2012（第1章）4-11 

12.「制度の狭間」から社会福祉学の焦点へ：岡村理論の再検討を突破口として」『社会福祉研究』 通巻 122 号, 

2015年, 29-38 

13.「ケアの社会政策への理論的前提」『社会保障研究』1巻1号, 2016年, 38-56 

14.「逆算的リアリズムからの生活保障」『生活経済政策』 (234), 2016-07, 5-10 

15.「地域包括ケア政策の総括から共生社会へ」『月刊保険診療』2017-6, 34-39 

 

Ｂ．本研究科着任後の研究活動（着任 2007 年） 

（ａ）国内外学会発表 

1. Ikai, Shuhei. “The Sick for the Bed, not for Medicine”, International Symposium on the Topology of the Body, 2008.2, 

Nagoya University 

2. *猪飼周平「健康概念の転換と地域展開」, 社会政策学会・第121回大会, 2010.6, 早稲田大学 

3. *猪飼周平「病院の世紀から地域包括ケアの世紀へ」, 日本医療・病院管理学会, 2011.8, 学術総合センター 

4. *猪飼周平「医療の過去・現在・未来について」, 第28回日本医学会総会, 2011.9, 東京ビッグサイト 

5. *猪飼周平「病院の世紀の終焉と次代のヘルスケアの形 『病院の世紀の理論』のパースペクティヴから」, 第

61回全日本鍼灸学会, 2012.6 

6. *猪飼周平「ヘルスケアの地域包括ケア化と公衆衛生看護の役割について 社会科学理論からの展望」, 第71

回公衆衛生学会, 2012.10 

 

Ｃ．受賞 

1. 社会政策学会奨励賞（猪飼周平『病院の世紀の理論』有斐閣（2010）に対して）, 社会政策学会, 2011.5 

 

6. 学内行政 

（Ｂ）学内委員会 

一橋社会科学編集委員、総合政策主任 

入試管理委員、入試実施委員、電算委員、安全衛生委員会、研究倫理審査委員会、労働安全衛生委員会 

 

7. 学外活動 
（ｂ）所属学会および学術活動 

社会政策学会（重点事業担当幹事2020年5月-現職） 


